
◎チーム「やっぱりラーメン」２日目 

 

●２日目の朝 

２日目の朝が来た！まだ薄暗いよー。疲れもあってか思ったよりは寝れたような気もする。

ただ夜の間に何度も起きてしまった。風の強さで何度もテントが飛ばされそうな勢いで揺

れた。この風の強さで捜索は大丈夫なのかと不安になる。しかしその不安すらもワクワクが

上回っている。決して中止にはならないでくれ！ 

ハンティング開始は７時のところ 8 時になった。ギリギリまで寝ていたいがそうも言って

いられない！活動を開始する！ 

テントから出ると少し明るくなった素敵な情景が広がっている。思わずスマホでパシャリ。

昨日とはまた時間のせいか違う景色に感じる。少し元気になった。 

しゃるくんは昨日の疲れもあるのかなかなか起きなかった。すこしでも体力を回復しても

らえるようできる限り寝かせておいたが、7 時になったので流石に起こす。 

しゃるくんと改めて今日の行動方針を確認する。おおむね昨日決めた方針で問題なさそう

だ。朝食は簡単に済ませる。 

スマホの充電、ヘッドセットの調子も上々。泣いても笑っても今日が本当の勝負だ！ 

チームは１日目でログの順位では 3 位。なかなか良い位置にいるように思う。ただ１００

０万の条件はあくまで最後の目的である海賊王の秘宝を見つけられるかどうか。 

ということはどのチームにもチャンスがあるということだ。 

負けられない！ 

海賊王に俺たちはなる！！ 

 

●ハンティング開始！ 

疲れが残っているかと思っていたがいざ歩き始めるとモチベーションが上回ってか足はし

っかりと動く。 

しゃるくんは昨日見つけられていない副長の宝箱を探しに迷いの森の探索に、私は昨日見

逃している孔雀の塔を探しにいく。副長の宝箱をしゃるくんが無事に発見。私も孔雀の塔は

かなーり苦戦しつつも無事に発見。 

そしていよいよ本命の海賊王の宝だが、、どこだ？？？孔雀の塔と雛鳥の間にありそうな気

がするが何もありそうにない。 

行き詰まったので一度しゃるくんと合流する。色々と気になっているところをお互いにし

っかり出し合った。しゃるくんとの意見交換はやはりかなり有用だ。大分状況が整理できた。 

これまでのゲットした紙で字体が違うところを序列順に並べてみる。「偽の剣の下に真の

宝」？？つまり偽の剣がどこかにあるのか？ 

やはり素直に考えると偽の宝自体は雛鳥と孔雀の間だろう。改めてそこを念入りに探しに

行く。 



これで見つかればいいが、、やはり何もないよなぁ、、と諦めかける。。。 

ひとまず座って地図でも広げ直してみるか、と座れそうなところを探してみると、、、 

 

あっ！！！！ 

 

●海賊王の宝！？ 

枯葉などでだいぶ隠されていたがドクロのマークの箱を発見！！！ 

番号を入力して開けてみると、、、剣だ！！ 

これが海賊王の宝！？いやいやこれまでタカラッシュＧＰなどでさんざんダミーに引っか

かってきたではないか。 

集めた情報でも偽の剣の下となっている。と言うことはこの剣の下に違いない。だいぶ開け

づらいがその底を頑張って開けてみると、、、、 

黄金のドクロを発見！！！地図にも書かれたドクロだ！！ 

 

やったーーーーー！！！！！ 

 

これは間違いない！運営に報告！！！ 

 

●ハンティング終了！ 

運営から報告を受け付けた旨の連絡が届く。 

おわったーーーーー！！！！！終わってみたらあっという間だった。 

しゃるくんは本当によく自分のことをカバーして本当によく動いてくれた。しゃるくんを

パートナーに選んで本当によかった。 

期待以上どころか本当にしゃるくんじゃなきゃできない働きをとてもたくさんしてくれた。 

そして無事に海賊王の宝も発見できた！！それが何よりもうれしい！！！ 

疲れが吹っ飛んだ。しゃるくんと熱い握手を交わした。 

探索を終えて元のビーチに戻り始めるとそれまであまり余裕がなくあまり目に入ってこな

かった島の自然がより目に入ってくるようになる。緑が多く、鳥の鳴き声が聞こえて来る。

途中写真こそ撮れなかったが山羊も発見した。無人島だからこそこんなに自然が豊かに残

っているのだろう。山の登り降りは本当に大変だったけどね！！ 

何はともあれ賞金を取れたかどうかはまだわからないが、そんなことを抜きにしても非常

にいい経験だった。元々アウトドアをしない自分にとってテントで寝ること自体も何十年

かぶりだったしね。こんな経験ができたのもハンターズビレッジのクエストなどずっと頑

張ってきたおかげだ。改めてこんな機会をくれたハンターズビレッジにお礼を言いたい。 

ありがとーー！！ 

 



そして、、東京に帰ったら改めて打ち上げするぞーーーー！！！！ 

本当に大変だったけど、だからこその価値があった！今回の体験を酒の肴にいくらでも美

味い酒を飲むことができそうだ！ 


